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平成 30 年度予算上半期の執行状況 

 

本年度９月末日現在の一般会計予算は、当初予算1,354億3,378万円に補正予算など133億

7,282万円が加わり、1,488億660万円となっています。 

また、同日現在の収入率は45.4％、支出率は35.0％で、前年度同期と比べて、収入では4.0ポイ

ント高く、支出では1.0ポイント低くなっています。 

一般会計歳入     予算現額＝1,488 億 1 千万円 

一般計歳入・・     収入済額＝  676 億 0 千万円（収入率 45.4％） 

一般会計歳出     予算現額＝1,488 億 1 千万円 

一般会計出・・     支出済額＝  520 億 4 千万円（支出率 35.0％） 

 

特別会計 

会計名 予算現額（億円） 収入率(％) 支出率(％) 

国民健康保険事業 331.5  39.3  34.3  

後期高齢者医療 38.9  31.1  31.2  

介護保険 308.1  45.8  41.7  

母子父子寡婦福祉資金貸付金 1.6  42.5  36.4  

土地区画整理事業 85.8  24.9  36.0  

卸売市場事業 3.1  39.7  41.0  

競輪事業 217.5  72.4  64.2  

財産区（６財産区） 5.3  81.4  72.9  

合 計 991.9  47.2  43.4  
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企業会計 

会計名 収入予算額（億円） 収入率(％) 支出予算額（億円） 支出率(％) 

水道事業 142.6 35.4 189.6 18.4 

病院事業 311.3 38.4 412.3 21.2 

下水道事業 132.3 39.6 159.0 23.0 

地域汚水処理事業 1.6 30.5 1.4 18.1 

農業集落排水事業 3.6 41.8 4.5 26.7 

合 計 591.3 37.9 766.8 20.9 

市債の現在高 

 （単位：億円）  

区 分 現在高 主な内訳 

一般会計 1,110.6  

臨時財政対策債 512.8、一般単独事業債 291.4、 

公営住宅建設事業債 72.5、公共事業等債 66.3、 

学校教育施設等整備事業債 49.7、上水道出資債 25.5、 

退職手当債など 92.4 

特別会計 78.8  土地区画整理事業債など 78.8 

企業会計 1,098.1  下水道事業債 621.2、水道事業債など 476.9 

合 計 2,287.5    

※ 臨時財政対策債は、地方一般財源の不足に対応するため、地方財政法の特例として

発行される地方債です。 

市の財産 

■一般会計・特別会計              ■企業会計 

土地 ＝ 6,027万995 ㎡             土地 ＝ 124万593 ㎡ 

建物 ＝  153万7,991 ㎡              建物 ＝  20万9,411 ㎡ 

立木 ＝   42万1,653 ㎥              車両 ＝ 75 台 

車両 ＝ 736 台                   構築物など ＝ 2,226億7,207万円 

有価証券など ＝   16億216万円 

基金    現金 ＝ 724億7,922万円 

現物 ＝  16億4,414万円 

 

 

 

※ 表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが合計と一致しない場合があります。 

 

 



3 

平 成 2 9 年 度 決 算 の 概 要 

 

１ 一般会計 

 

平成29年度の一般会計決算額は、歳入総額が1,557億9,807万円、歳出総額が1,463億1,100

万円でした。 

このうち、本年度へ繰り越した事業に充当した財源を差し引いた実質的な収支は、46億

1,249万円の黒字となりました。 

 

○ 歳 入 

歳入決算額は、前年度と比べ 3億 3,358 万円（対前年比△0.2％）減少しました。 

 
 

○ 歳 出 

歳出決算額は、前年度と比べ28億3,639万円（前年度比△1.9％）減少しました。 
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◆ 歳出の主な事業 

                             （単位：億円） 

区 分 事業内容 決算額 

総 務 費 本庁舎等耐震化改修事業費 28.9 

民 生 費 

生活保護費 

児童手当給付費 

障害福祉サービス事業費 

私立保育所施設型給付費 

児童福祉施設建設事業費 

児童扶養手当給付費 

70.9 

52.4 

50.8 

33.2 

18.2 

16.0 

衛 生 費 

ごみ処理施設整備費 

ごみ収集処理費 

病院事業費 

51.3 

32.2 

25.5 

土 木 費 
下水道事業費 

震災復興・側溝堆積物撤去事業費 

36.4 

16.7 

消 防 費 除染推進事業費 25.8 

教 育 費 給食センター施設管理運営費 22.9 

 

 

２ 特別会計 

 

特別会計は、国民健康保険事業など特定の事業を行う場合、特定の歳入（国民健康保険

税など）をもって特定の歳出（医療費など）に充てる会計であり、一般会計と区別されま

す。その内訳と決算額は次のとおりです。 

  
（単位：億円） 

会計名 収入済額 支出済額 差引額 

国民健康保険事業 408.6  401.0  7.6 

後期高齢者医療 37.4  37.3  0.1 

介護保険 307.0  301.3  5.7 

母子父子寡婦福祉資金貸付金 1.5  1.4  0.1 

土地区画整理事業 116.8  96.8  20.0 

卸売市場事業 3.0  3.0  0.0 

競輪事業 217.2  212.0  5.2 

財産区（６財産区） 5.8  2.4  3.4 

合 計 1097.3  1055.3  42.0  
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３ 企業会計 

 

企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計で、一般会計や特別会計と

区分されます。 

本市では、水道事業、病院事業、下水道事業、地域汚水処理事業及び農業集落排水事業

が該当し、その内訳と決算額は次のとおりです。 

（単位：億円） 

会計名 
収益的収支 資本的収支 

収 入 支 出 差 引 収 入 支 出 差 引 

水道事業 103.6 77.1 26.5 27.2 86.4 △ 59.2 

病院事業 211.1 196.8 14.3 82.8 89.4 △ 6.6 

下水道事業 81.6 79.4 2.2 50.7 79.4 △ 28.7 

地域汚水処理事業 1.6 1.3 0.3 0.0 0.2 △ 0.2 

農業集落排水事業 2.7 2.9 △ 0.2 0.7 1.5 △ 0.8 

合 計 400.6 357.5 43.1 161.5 256.9 △ 95.4 

※ 資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などにより補てんしています。 

 

 

４ 市債の使い道 

 

市債は、市が行う大規模な建設工事や災害復旧事業などに認められる借入金で、将来は

利子を付けて返済します。 

市債を活用して整備した道路などは、市民の皆さんが将来にわたり利用するものですの

で、返済は次の世代の方々にも負担していただくという考えに基づいています。 

市債の使い道と主な事業は次のとおりです。 

 
※ 臨時財政対策債は、地方一般財源の不足に対応するため、地方財政法の特例として

発行される地方債です。 
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 ◆ 市債を活用した主な事業 

 

区 分 事業内容 

総 務 債 本庁舎等耐震化改修事業 

土 木 債 
道路新設改良事業 

都市公園整備事業 

衛 生 債 
上水道事業 

火葬場整備事業 

教 育 債 文化センター耐震化事業 

 

 

５ 市税負担と市民サービス 

 

市民一人当たりのサービス内訳 

 

区 分 サービス額 市税負担額 

市民一人当たり 426,242円 147,364円 

※ 平成30年４月１日現在の人口343,258人で算出。 

 

 

 

※ 表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが合計と一致しない場合があります。 


